
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本談話会ではこれまで、特定の属について最新の菌種分類を紹介するなどしてきまし

た。遺伝子の塩基配列分析が容易になったことで、かつての形態にもとづいていた分類は

分子系統にもとづく分類へと再編整理が進められてきました。一方で、分子系統解析にも

注意が必要であったり、病害発生時の病原菌同定について、依然として様々なことが課題

になっていたりということがあります。そこで今回の談話会では、新たな菌種同定技術を

含め、菌種分類の概念から病害発生現場における病原菌種同定までを貫く内容を紹介し、

議論したいと考えています。 
講演内容： 
１． 野澤俊介 氏（玉川大学） 

「近年の同定手法における疑問と新しい同定方法ANInetIDの紹介」 
   

２．前田京子 氏・森充隆 氏（香川県農業試験場病害虫防除所） 
「香川県における病害診断（種同定）の取り組みと課題」 

 
３．守川俊幸 氏（一般社団法人日本植物防疫協会） 

「地域公設試における植物病害診断の深度について」 
 
４． 埋橋志穂美 氏（農業・食品産業技術総合研究機構） 

「菌類同定におけるMALDI-TOF MS活用の可能性」 
 
司会進行：須賀 晴久（岐阜大学） 
  
参加費：一般1,000 円・学生 500 円・要旨集冊子体1部1,000 円（数量限定、申込み先着順） 
参加費は植物病理学会会員・非会員の区別なし、事前参加登録・当日参加登録の区別なし。当日、

会場受付にて現金でお支払いいただきます。 
 
事前参加登録方法：令和8年3月12日(木)17時までに下記URL（右記QRコー

ド）で登録をお願いします。 
https://forms.gle/6B9Gf5NUtRmfiSQHA 
 
要旨集：PDFファイルは参加費に含まれます。PDFは事前にダウンロードが

可能になりますが、開封には当日会場受付でパスワードを受け取る必要があります。また、著作権

上の問題から、要旨集の無断引用・転載・拡散等はお控え下さい。 
 
問い合わせ先：  

第25回 植物病原菌類談話会 コーディネーター兼代表幹事 
須賀 晴久（岐阜大学） 
 TEL: 058-293-3173, E-mail: suga.haruhisa.c2@f.gifu-u.ac.jp 

第25回 植物病原菌類談話会 

菌種分類の概念から分離・同定まで 

— どうゆうこと、あなたはだあれ？ — 
令和8年3月28日（土）（大会最終日）閉会式終了30 分後～約2時間半(予定) 

 大阪 摂南大学 

（令和8年度日本植物病理学会大会 第一会場 教室8210） 


